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郵 臨 峨 　 　 　 　 　 v イ ト カ t ＝ ン 処 理 で 誘 導 さ れ る キ ウ リ 子 葉 の mRNA

il　 　 纛 賽  邦 彦 灘 恕 ＿ 大 生 物 ，

講

1，灘 ；三謙 讌 聯 巌 偽
・

纛 。鸞   1，了篇 盤
蒸 光 に 当 て る と 集 光 性 ク ロ ロ フ ィ ル a ／b 結 合 タ ン パ ク 質 （LHCP ） の 蓄 積 促 進 が 見 ら れ る。

　 　 　 　 サ イ ト カ イ ニ ン 処 理 に よ っ て 総 RNA 舎 璽 の 変 化 の な い 2 時 問 以 内 に ボ リ ソ ー ム の

  形成 が お こ り、　こ れ を 阻 害 す る に は フ ル オ m ウ ラ シ ル で は な く、　α
一
ア マ ニ チ ン か コ ル デ ィ

凱 ビ ン 鮪 効 で あ 。 た （植 粧 群 会 、98 ，〉。　 。 れ ら の 観 察 は、 サ イ ト カ 、 ＝ ン が
雄

爨 憲 欝 鰍 撫 謙鍵 諮 犠1

葦 【方 法 】　 暗 所 5Ei の 黄 化 キ ウ リ か ら 子 葉 を 摘 み 取 り、　暗 駈 に お い て 水，　ま た は 5 μ M

謹・ ン ジ ル ア 弛 ン （BA ） で 24 お よ び 4備 問 連 続 処 臥 距・ ま た・− 18 離 水 処 理 の 後・

　 6 時 間 BA 処 理 し た （18 ＋6 ）。　 処 理 子 葉 を 安 全 光 下 で 集 め、　腋 体 窒 素 で 凍 結 し て
一80 ℃

糞褓 存 し た 。 フ ・ ノ
ー ，・ 撫 ・ よ る 抽 出 RNA を 際 ・ た 小 爰 臙 細 胞 タ ン バ 燬 鍼 産 甑 よ

葺　SDS −PAG ε お よ び フ ル オ ロ グ ラ フ ィ
ー で 分 析 し た。

戀
爾 　【結 果 】　 小 麦 胚 無 細 胞 タ ン パ ク 質 合 成 系 に よ る 放 射 性 メ チ オ ニ ン の 酸 非 可 溶 性 画 分 へ の

；：1・ ・ 込 … キ ウ ・子 葉 全 … の 添 ・瞳 ・ 従 ・ て 軌 ・  。 ・ … 1 程 度 鵬 鯲 度 ・ あ

黔 論 誌 熱 響 驚 繍 ∵と麗 騾
度

耀 瀛 麗 こ

郵∵
° 水 と BA 膿 嘛 R 再 A 当 り の 取 り 編 瞞 意 曜   ら れ な

　 　 　 水 処 理 キ ウ リ 子 葉 の 全 RNA に よ り 合 成 さ れ る タ ン パ ク 質 の プ ル オ ロ グ ラ ム か ら、　虫

　 要 な mRNA は 52，45，40，28・，21kDa の ポ リ ベ プ チ ド を コ
ー ド す る こ と が 示 さ れ た。

　 連 続 BA 処 理 区 で は い ず れ も 52 ，45　 kDa の タ ン パ ク 質 バ ン ド が 減 少 し、 29 ，21　 kDa の バ

接
　 ン ド が 増 加 し て い た。　特 に 45kOa の 減 少 と 21 　 kDa の 増 加 は 顕 著 で あ っ た 。 　 　 別 の 実

　 験 系 （18 ＋6） で の 産 糶 を 比 較 し た と こ ろ、　BA 処 理 区 で は 52 ，45　 kOa が 著 し く 減 少 し て

／1

お り、　こ の 2 つ の タ ン パ ク 質 の mRNA は 、 　BA に よ っ て 少 な く と も 6 時 間 以 内 に 減 少 さ

　 せ ら れ る こ と を 示 し て
．
い る。　し か し、　21kDa の 増 加 は ま だ 認 め ら れ な か っ ta。

’
　 　 ウ サ ギ 網 状 赤 血 球 無 細 胞 タ ン パ ク 質 合 成 系 に よ る 合 成 産 物 の 比 較 で は、 小 麦 胚 の 場 合

　 よ り も 高 分 子 の 産 物 に つ い て も 調 べ る こ と が で き、　44 時 間 BA 処 理 区 で 94　 kDa の バ ン ド

　 が 著 し く 減 少 し て い た。
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　 　 【考 察 〕　 黄 化 キ ウ リ 子 葉 を サ イ ト カ イ ニ ン 処 理 す る と 翻 訳 可 能 な RNA の レ ベ ル に 変 化

t／tt
　 が 起 き る 。 　94 ，52 ，45　 kDa を コ ・一一ド す る mRNA は 減 少 し、　29 ， 21　 kba を コ w一ド す る も

萋　の は 増 加 す る。　 29kDa タ ン パ ク 質 は LHCP の 前 駆 体 で あ る と 思 わ れ、　ま te　 21　 kDa タ ン

護 バ ク 質 は R 、 Bi ， CO の 小 サ ブ ユ ＝ ッ ト前 駆 体 と 思 わ れ る の で、 こ れ ま で の 観 察 結 果 と よ く ＿

　 致 し て い る。
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